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第
二
条
の
四
の
見
出
し
中
「
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
」
を
「
会
計
監
査
人
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第

三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
組
合
は
、
次
の
と
お
り
」
を
「
法
第
十
条

第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
農
業
協
同
組
合
は
、
そ
の
事
業
年
度
の
開
始
の
時
に
お
け
る
貯
金
及
び
定
期
積
金
の

合
計
額
（
以
下
「
貯
金
等
合
計
額
」
と
い
う
。）が
二
百
億
円
に
達
し
な
い
も
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同

条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を「
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」に
、「
特

定
組
合
」
を
「
農
業
協
同
組
合
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
規
模
に
達
し
な
い
農
業
協
同
組
合
連
合
会

は
、
そ
の
負
債
の
合
計
金
額
（
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
し
た
金
額
の
合
計
額
を
い
い
、
新
た
に

設
立
さ
れ
た
農
業
協
同
組
合
連
合
会
で
あ
つ
て
最
終
の
貸
借
対
照
表
が
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
農
業
協
同

組
合
連
合
会
の
負
債
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額

と
す
る
。）が
二
百
億
円
に
達
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
四
第
四
項
中
「
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」に
、「
特
定
組
合
」

を
「
農
業
協
同
組
合
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
貯
金
等
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
負
債
の
合
計
金
額
（
前
項
に
規
定

す
る
負
債
の
合
計
金
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」と
、「
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
」
と
あ
る
の
は
「
そ

の
後
」
と
、
前
項
中
「
貯
金
等
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
負
債
の
合
計
金
額
」
と
、「
当
該
事
業
年
度
の
開
始
後
最

初
に
招
集
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
最
終
の
貸
借
対
照
表
を
決
議
し
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
四
を
第
二
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
会
計
監
査
人
の
監
査
に
つ
い
て
会
社
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
二
十
三
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
会
社
法
第
四
百
三
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
同
条
中
「
場
合
に
は
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
に
は
、
当
該
計
算
書
類
（
剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処

理
案
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
」
と
、「
取
締
役
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
三
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
中「（
法
第
七
十
三
条
の
四
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
」
を
「
及

び
」
に
、「
第
三
百
十
条
第
三
項
又
は
」
を
「
第
三
百
十
条
第
三
項
及
び
」
に
、「
第
十
一
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
十

一
条
の
十
九
第
二
項
」
に
、「
第
二
条
の
五
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に

次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
四
節

管
理

第
二
条
第
一
項
中
「
こ
え
て
は
」
を
「
超
え
て
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
一
条
の
十
八
中
「
第
十
一
条
の
三
十
五
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
三
節

組
合
員
及
び
会
員

（
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
八
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
優
先
出
資
の
発
行
に
よ
る
登
記
の
特
例
）

第
三
十
四
条
の
二

法
第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
農
水
産
業
協
同
組
合
が
法
第
百
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
決
定
に
従
つ
た
優
先
出
資
の
発
行
に
よ
る
変
更
の
登
記
を
行
う
場
合
に
お
け
る
協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先

出
資
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
第
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
中
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
、「
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
（
昭
和
四

十
八
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
百
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
従
っ
た
優
先
出
資
の
発
行
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
書
面
」
と
す
る
。

（
農
業
倉
庫
業
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
物
品
指
定
に
関
す
る
件
及
び
農
業
倉
庫
業
法
第
十
九
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
物
品
指
定
に
関
す
る
件
の
廃
止
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
勅
令
は
、
廃
止
す
る
。

一

農
業
倉
庫
業
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
物
品
指
定
に
関
す
る
件
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
五

十
八
号
）

二

農
業
倉
庫
業
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
物
品
指
定
に
関
す
る
件
（
昭
和
九
年
勅
令
第
百
三
十
一
号
）

（
土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

土
地
改
良
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
一
条
中
「
同
項
但
書
」
を
「
同
項
た
だ
し
書
」
に
、「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
中
「
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」を
加
え
、

「
都
道
府
県
農
業
会
議
」
を
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
機
構
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
が

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
第
二
項
中
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
七
中
「
第
十
一
条
の
三
十
三
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
十
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

七
条
と
す
る
。

第
一
条
の
十
六
の
見
出
し
を「（
法
第
十
条
第
一
項
第
十
号
の
事
業
を
行
う
組
合
の
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）」に
改

め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
一
条
の
十
二
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
十
一
第
二
項
」に
改
め
、

同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

共
済
契
約
に
係
る
契
約
条
件
の
変
更

第
一
条
の
十
五
中
「
第
十
一
条
の
十
の
三
」
を
「
第
十
一
条
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四
第
一
号
中
「
第
十
一
条
の
十
の
三
」
を
「
第
十
一
条
の
二
十
七
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と

し
、
第
一
条
の
十
三
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
一
条
の
十
二
第
一
項
中
「
第
十
一
条
の
十
の
三
」
を
「
第
十
一
条
の
二
十
七
」
に
、「
第
一
条
の
十
四
」
を
「
第

十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
一
条
の
十
一
の
見
出
し
を「（
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
組
合
の
子
金
融
機
関
等
の
範
囲
）」に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
の
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
第
二
項
」
に
、「
第
五
条
の
六
」
を
「
第

四
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
一
条
の
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
第
五
条
の
三
各
号
」
を
「
第
四
十
五
条
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
条
の
十
六
第
二

項
第
三
号
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
一
条
の
十
第
一
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
一
項
本

文
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
十

項
中
「
第
十
一
条
の
四
第
二
項
後
段
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
二
項
後
段
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
一
条

の
四
第
二
項
前
段
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
二
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
十
一
条
の
四
第
三
項
第

一
号
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
一
条
の
九
中
「
第
十
一
条
の
二
の
四
」
を
「
第
十
一
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
一
条
の
八
第
一
号
中
「
第
十
一
条
の
二
の
四
」
を
「
第
十
一
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
一

条
の
七
を
第
七
条
と
す
る
。

第
一
条
の
六
第
一
項
中
「
第
十
一
条
の
二
の
四
」
を
「
第
十
一
条
の
五
」
に
、「
第
一
条
の
八
」
を
「
第
八
条
」
に

改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
一
条
の
五
第
一
項
中
「
第
十
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、

第
一
条
の
四
を
第
四
条
と
し
、
第
一
条
の
三
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
法
第
十
条
第
一
項
第
九
号
」
を「
同
項
第
九
号
」に
、「
同

条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
員
外
利
用

割
合
の
限
度
の
特
例
）」を
付
す
る
。




		2016-01-28T15:15:32+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




